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口
の
な
い
不
況
下
、
雇
用
情
勢
は

依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

企
業
側
は
一
部
、新
規
学
卒
者
の
採
用
拡
大

へ
と
動
き
始
め
た
が
、雇
用
市
場
全
体
は
求

職
者
が
求
人
数
を
上
回
る「
供
給
過
剰
」が

続
く
。
失
業
率
も
五
％（
二
〇
一
〇
年
九
月
）

と
高
止
ま
り
し
た
ま
ま
だ
。

そ
う
し
た
中
で
、最
近
注
目
さ
れ
始
め
た

の
が「
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」対
策
。
雇
用
者

側
の
ニ
ー
ズ
と
、仕
事
を
探
す
求
職
者
の
希

望
が
う
ま
く
か
み
合
わ
ず
、結
果
的
に
就
業

で
き
な
い「
失
業
」が
増
え
て
い
る
た
め
だ
。

失
業
に
は
、不
況
期
に
労
働
需
要
が
減

少
す
る「
需
要
不
足
型
」と
、労
働
者
の
質

や
能
力
、
地
域
、
職
種
な
ど
に
よ
る
ミ
ス

マ
ッ
チ
な
ど
で
就
業
で
き
な
い「
構
造
型
」

が
あ
る
。
求
人
は
あ
っ
て
も
、専
門
的
能
力

や
実
務
経
験
な
ど
企
業
が
求
め
る
採
用
条

件
を
満
た
せ
ず
就
業
で
き
な
い
の
は
、「
構

造
的
失
業
」の
典
型
と
言
え
る
。

完
全
失
業
率（
失
業
者
÷労
働
力
人
口
）

を
、こ
れ
ら
二
つ
の
要
因
で
分
解
す
る
と
、

例
え
ば
、今
年
九
月
の
失
業
率
五・〇
％
の

う
ち
、「
構
造
型
」は
実
に
約
三・七
％
を
占

め
る
。「
需
要
不
足
型
」は
景
気
変
動
に
応

じ
て
上
下
す
る
の
に
対
し
て
、構
造
型
失
業

は
二
〇
〇
〇
年
以
降
、三
％
台
で
緩
や
か
に

増
加
し
て
き
た
。

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
要
因
で
は
、地
域
や
年
齢
、

報
酬
な
ど
に
比
べ
職
種
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

大
き
い
。
製
造
業
の
生
産
現
場
や
一
般
事
務

職
な
ど
は
、求
人
数
に
比
べ
求
職
者
が
多
い

の
に
対
し
、専
門・
技
術
職
な
ど
で
は
求
人

が
増
え
て
も
、な
か
な
か
人
材
を
確
保
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

職
種
別
の
有
効
求
人
倍
率
を
見
て
も
、

例
え
ば
、東
京
都
の
場
合
、医
療
、福
祉
関

連
、
機
械・
電
機
関
係
の
専
門
技
術
職
や

I
T
関
連
、介
護
分
野
な
ど
は
、す
で
に
求

人
倍
率
は
一
を
超
え
て
い
る
。

一
方
、一
般
事
務
職
や
生
産
工
程
の
労
務

職
は
〇・一
～
〇・三
倍
と
求
職
者
が
求
人
数

を
大
幅
に
上
回
る
。
全
体
の
有
効
求
人
倍

率（
九
月
、〇・五
五
倍
）は
、
改
善
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、職
種
間
で
か
な
り
ば
ら
つ
き

が
あ
り
、企
業
が
求
め
る
人
材
ニ
ー
ズ
に
供

給
側
が
十
分
対
応
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。

こ
の
背
景
に
は
、①
医
療
、介
護
、I
T

関
連
な
ど
新
た
な
成
長
分
野
へ
の
人
材
流

動
化
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
、
②
企
業

内
O
A
化
な
ど
で
専
門
的
技
能
を
必
要
と

し
な
い
事
務
職
へ
の
ニ
ー
ズ
が
低
下
し
た
、

③
製
造
業
の
海
外
移
転
な
ど
で
生
産
労
働

の
求
人
が
減
少
し
た‒

‒

な
ど
、
企
業
や

産
業
側
の
構
造
変
化
が
あ
る
。

だ
か
ら
、
景
気
回
復
に
伴
い
求
人
数
が

増
え
て
も
、全
体
の
失
業
率
は
な
か
な
か
下

が
ら
な
い
。
人
材
の「
量
」的
ミ
ス
マ
ッ
チ
よ

り「
質
」的
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
方
が
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
、ニ
ー
ズ
の
高
い
こ
れ
ら
の
専
門

技
術
職
に
誰
も
が
就
業
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
が
、雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
対
策
。
政
府
は
、経
済
対
策
の
重
点

に
雇
用
対
策
を
掲
げ
、今
年
度
補
正
予
算
に

も
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
盛
り
込
ん
だ
。
既
卒
者
の
雇
用
拡
大

の
た
め
の
奨
励
金
支
給
や
、医
療
、介
護
な

ど
成
長
分
野
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
の

強
化
、資
格
制
度
の
導
入‒

‒

な
ど
だ
。

だ
が
、こ
れ
で
対
策
は
万
全
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
産
業
や
雇
用
の
構
造
が
大
き

く
変
わ
る
と
き
は
、景
気
が
回
復
し
て
も
ミ

ス
マ
ッ
チ
は
解
消
さ
れ
に
く
い
。
新
た
な
需

要
に
労
働
側
が
対
応
す
る
に
は
、時
間
が
か

か
る
た
め
だ
。

そ
う
し
た
意
味
で
、失
業
者
に
就
労
を
促

す
積
極
的
雇
用
政
策
、と
り
わ
け
職
種
転

換
に
向
け
た
職
業
訓
練
が
重
要
に
な
る
。

日
本
の
雇
用
政
策
は
、こ
れ
ま
で
失
業
給
付

や
雇
用
奨
励
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
が
、

今
後
は
実
務
的
な
職
務
経
験
を
向
上
さ
せ

る
職
業
訓
練
に
も
っ
と
比
重
を
移
す
べ
き
だ

ろ
う
。

一
方
、企
業
側
も
正
規
、非
正
規
雇
用
の

区
別
や
男
女
間
、年
齢
差
に
よ
る
雇
用
格
差

の
解
消
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
能
力

重
視
の
採
用
条
件
は
良
い
と
し
て
、
ま
ず

「
門
戸
を
広
く
」が
採
用
の
大
前
提
と
な
る

は
ず
だ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
雇
用
ミ
ス
マ
ッ
チ
」問

題
は
、転
換
期
の
日
本
経
済
に
と
っ
て
重
要

な
政
策
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
政
府
も
、新

成
長
戦
略
の
中
で
失
業
率
を
早
期
に
三
％

台
に
引
き
下
げ
る
と
し
て
い
る
。

だ
が
、ミ
ス
マ
ッ
チ
の「
壁
」は
予
想
以
上

に
大
き
い
。
こ
の
壁
を
崩
す
に
は
、労
働
側

の
意
識
転
換
と
と
も
に
、政
府
、企
業
の
三

者
が
一
体
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
放
置
し
た
ま
ま
で
は
、変
化
に

対
応
で
き
ず
、失
業
が
長
期
化
す
る
可
能
性

が
あ
り
、雇
用
不
安
も
な
く
な
ら
な
い
。
そ

れ
だ
け
に
、目
先
の
対
応
で
は
解
決
で
き
な

い
困
難
さ
が
伴
う
。

日
米
欧
の
先
進
国
は
ど
こ
も「
雇
用
」が
政

策
運
営
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
雇

用・失
業
対
策
を
ど
う
効
率
的
に
進
め
て
い

く
か
、民
主
党
政
権
の
真
価
が
問
わ
れ
よ
う
。
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